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告
知
板

　

ブ
ロ
グ「
保

育
園
落
ち
た

日
本
死
ね
」

を
き
っ
か
け

に
、
待
機
児

童
問
題
が
緊

急
の
課
題

に
。
解
決
策

が
「
詰
め
込

み
」
で
は
困

り
ま
す
▼
阪
南
市
で
計
画
中

の
「
総
合
こ
ど
も
館
」。
市

立
の
４
幼
稚
園
と
３
保
育
所

を
、
元
家
電
量
販
店
跡
地
に

集
中
さ
せ
、
６
３
０
人
の
認

定
こ
ど
も
園
に
す
る
と
い
う

も
の
。
圧
倒
的
多
数
の
保
護

者
が
反
対
と
い
う
の
は
当
然

で
す
▼
大
阪
市
の
保
育
園
で

は
今
年
、
54
人
の
保
育
士
不

足
で
２
１
５
人
も
の
子
ど
も

の
定
数
が
減
り
ま
し
た
。
責

任
の
重
さ
・
低
賃
金
な
ど

が
、
人
が
集
ま
ら
な
い
原
因

で
す
▼
貧
困
が
広
が
り
、
困

難
を
抱
え
る
親
が
増
え
る

中
、
保
育
園
は
子
育
て
支
援

と
い
う
重
要
な
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。
保
育
園
増
設
と

セ
ッ
ト
で
保
育
士
の
労
働
条

件
改
善
が
解
決
の
道
で
す
。

天満でとどけ研修・学習会などにご利用ください
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大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
・
大
阪
労
連
は
、
２
０
１
６
国

民
春
闘
ヤ
マ
場
の
最
大
の
と
り
く
み
と
し
て
「
３
・
17
大

阪
総
行
動
」
を
展
開
し
、
職
場
・
地
域
の
行
動
も
含
め
、

府
下
全
体
で
、
の
べ
１
万
人
が
行
動
し
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
の
回
答
指
定
日

に
示
さ
れ
た
大
企
業
・
連
合

大
手
へ
の
回
答
は
、
昨
年
実

績
を
大
幅
に
下
回
る
超
低
額

回
答
で
す
。
こ
れ
で
は
、
実

質
賃
金
が
４
年
連
続
低
下
し

続
け
て
い
る
も
と
で
生
活
改

善
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
阪
春
闘
共
闘
・

大
阪
労
連
加
盟
組
織
の
回
答

状
況
で
も
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

や
前
年
実
績
以
上
の
回
答
を

引
き
出
し
て
い
る
組
合
も
あ

り
ま
す
が
、
要
求
か
ら
見
て

不
充
分
な
到
達
で
す
。
淀
屋

橋
・
な
ん
ば
の
早
朝
宣
伝
で

は
、
怒
り
の
声
を
あ
げ
る
と

と
も
に
、
す
べ
て
の
労
働
者

の
賃
上
げ
求
め
て
、
粘
り
強

く
た
た
か
う
決
意
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
阪
春
闘
共
闘
と
大
阪
労

連
は
、「
全
て
の
労
働
者
の

賃
上
げ
と
雇
用
の
安
定
・
中

小
企
業
支
援
で
景
気
回
復

を
」「
大
企
業
は
社
会
的
責

任
を
果
た
せ
」「
戦
争
法
は

廃
止
を
」
と
、
職
場
で
、
地

域
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を

終
日
展
開
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
約

３
０
０
人
が
オ
フ
ィ
ス
街
を

デ
モ
行
進
し
春
闘
を
ア
ピ
ー

ル
。

　

午
後
か
ら
の
春
闘
勝
利
労

働
者
総
決
起
集
会
に
は
約
１

０
０
０
人
が
結
集
。

　

川
辺
代
表
委
員
（
大
阪
労

連
議
長
）
が
、
連
合
大
手
の

低
額
回
答
を
乗
り
越
え
、
今

日
か
ら
あ
ら
た
め
て
た
た
か

い
を
強
化
す
る
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
大
商
連
の
藤

川
会
長
か
ら
の
連
帯
挨
拶
、

福
祉
保
育
労
・
自
治
労
連
・

み
ど
う
す
じ
総
行
動
実
行
委

員
会
の
決
意
表
明
の
後
、
関

電
本
社
前
を
通
る
コ
ー
ス
を

元
気
よ
く
デ
モ
行
進
し
ま
し

た
。

　

各
単
産
・
地
域
で
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
や
宣
伝
、
企
業
・

行
政
機
関
へ
の
要
請
や
懇

談
、
労
働
組
合
訪
問
、
決
起

集
会
、
そ
し
て
職
場
集
会
や

決
議
運
動
な
ど
が
と
り
く
ま

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
要
求
に
確
信

を
持
っ
て
、
今
後
の
賃
金
交

渉
を
攻
勢
的
に
た
た
か
い
ま

し
ょ
う
。職
場
の
内
外
で
、労

働
者
の
切
実
な
要
求
が
国
民

的
大
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ

　

大
阪
高
等
裁
判
所
は
３
月

25
日
、
団
結
権
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
侵
害
す
る
違
憲
行

為
だ
と
し
て
、
橋
下
市
長

（
当
時
）
に
よ
る
職
員
へ
の

「
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
対
し
て
、
再
び
損
害
賠
償

を
求
め
ま
し
た
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
権
力
者

に
よ
り
、
国
民
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
な
い
よ
う
縛
り
を
か

「思想調査アンケート」は“違憲”と再び断罪

る
こ
と
を
さ
ら
に
広
げ
ま
し

ょ
う
。
労
働
組
合
の
主
体
的

な
力
で
要
求
を
実
現
し
、
戦

争
法
廃
止
・
立
憲
主
義
回
復

の
た
た
か
い
と
と
も
に
、
情

勢
を
切
り
拓
き
ま
し
ょ
う
。

連
合
大
手
の
低
額
妥
結
に

怒
り
の
声
、声
、声

要
求
に
確
信
を
も
ち

情
勢
を
切
り
拓
こ
う

低
額
回
答
乗
り
越
え

た
た
か
い
を
強
化
し
よ
う

すべての労働者の

“賃上げ”求めて１万人
が総決起！

2016春闘勝利！くらし守れ！戦争法廃止！3.17大阪総行動

労
働
者
・
国
民
の
く
ら
し
と
平
和
を

を

守
れ
！

国
民
的
大
義
か
か
げ
て
た
た
か
お
う
！

け
て
い
ま
す
。「
思
想
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
ま
さ
に

国
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
憲

法
違
反
の
行
為
だ
と
、
再
び

断
罪
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同

時
に
、「
選
挙
で
勝
っ
た
ら

何
で
も
で
き
る
」
と
い
う
橋

下
維
新
政
治
へ
の
厳
し
い
断

罪
で
も
あ
り
ま
す
。
大
阪
市

は
全
職
員
に
謝
罪
し
、
団
結

権
侵
害
を
た
だ
ち
に
改
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
で
あ
れ
、
首
長
で
あ

れ
、
憲
法
に
反
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
安
倍
政
権
が

憲
法
に
違
反
す
る
「
戦
争

法
」
を
強
行
し
た
こ
と
に
対

し
、
立
憲
主
義
を
守
れ
、
平

和
と
民
主
主
義
を
守
れ
、
と

の
国
民
的
世
論
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
を
踏

み
に
じ
る
安
倍
政
権
打
倒
、

そ
れ
に
加
担
す
る
お
お
さ
か

維
新
政
治
を
打
破
す
る
た

め
、
い
っ
そ
う
運
動
を
強
め

ま
し
ょ
う
。

権力者による違憲行為は許されない


